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杉山率九 ･森 明雄 ･山摘詩一 ･松村秀一
研究概要
A) 西および中央アフリカに生息する大型類人
猿の行動 ･生態学
杉山幸丸 ･山棲寿一･KanyunylA.Basabosen
MIchaelA.Huffman2)･山越 首 L)
竹元博幸l)･松原 幹l)
全頭個体識別のもとに長期追跡してきたギニア
国ポッソウの野生チンパンジーについては､野外
実験も含めた道具使用行肋の詳細な観窮とVTR
記録の分析 ･整理を進め､その発達と伝播の分析
をおこなった｡道央使用行動は､主要な風災が不
足する季節によく採食される3穂の ｢かなめの食
物｣のうち2相に用いられており､チンパンジー
の生存が道具に大きく依存していることが示唆さ
れた｡
以前より調査を継続しているザイール国力フ
ジ･ピエガ国立公園では､ゴリラとチンパンジー
の年間にわたる食性､利用域の変化を分析し､平
行して継続祝祭している植物のフェノロジーに関
する資料と比較して､両種類人猿が互いに異なる
採食戦略を用いて採食競合を抑えていることを明
らかにした｡また､ウガンダ国のプウィンディ国
立公園､プドンゴ保横区､タンザニアのマハレ国
立公園やゴンベ国立公園で両種類人猿の生態調査
をおこない､類人猿が用いていると考えられる薬
草の薬理効果や摂取様式を比較している｡
B)ヒヒ類の研究
森 明雄
ヒヒ類の重層社会を行動学的に分析することを
目標にして､エチオピア南部アルシ州のゲラダヒ
ヒのポピュレー ションの調査を行っている｡昨年
皮から引き続き8ケ月の継続調査を行いユニット
偶成の季節変化を調べた｡乾期の厳しくなる時期
とそれに引き継ぐ小雨期の開始で､グループの遊
動域が大きくなるとともに､その構成はかなり敢
しく変化することがわかった｡これは､これまで
セミエン国立公園でえられていた､安定したユニ
ット構成とはかなり異なる｡また､各ユニットの
ホームレンジ利用とユニット問の交渉に関わるデ
